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はじめに

このマニュアルでは、 Solarisオペレーティングシステムの日本語環境で日本語入力方
式を使用して、図形文字を入力するためのコードと図形文字の対応について説明しま
す。

日本語文字コードに関する詳細については、『日本語環境ユーザーズガイド』を参照
してください。

内容の紹介
� 第 1章

この表は、区点番号を利用して、日本語 EUCコードセット 1の図形文字を入力す
る際に利用します。

� 第 2章

この表は、区点番号を利用して、日本語 EUCコードセット 3の図形文字を入力す
る際に利用します。

� 第 3章

この表は、PC漢字コードの 16進数表現を利用して入力する際に利用します。

� 付録A

ja_JP.PCKロケールで日本語を区点番号または 16進コードで入力する際の留意
点について記述しています。
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Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することができ
ます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこと
もできます。URLは、http://docs.sun.comです。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]
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� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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第 1章

日本語 EUCコードセット 1一覧

「日本語 EUCコードセット 1」は、JIS X 0208-1990図形文字集合に特殊記号を追加し
た (13区に割り当てた)ものです。ここに示す表は、区点番号のみ示しています。日本
語 EUC 16進数表現を知るには、kanji(1)コマンドを利用すると便利です。なお、
13区の領域は将来変更する可能性があります。
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図 1–1日本語 EUCコードセット 1一覧

* 13区にある文字は特殊記号
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図 1–2日本語 EUCコードセット 1一覧

* 13区にある文字は特殊記号

第 1章 •日本語 EUCコードセット 1一覧 11



図 1–3日本語 EUCコードセット 1一覧

* 13区にある文字は特殊記号
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図 1–4日本語 EUCコードセット 1一覧

第 1章 •日本語 EUCコードセット 1一覧 13



図 1–5日本語 EUCコードセット 1一覧
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図 1–6日本語 EUCコードセット 1一覧

第 1章 •日本語 EUCコードセット 1一覧 15



図 1–7日本語 EUCコードセット 1一覧

‡ 85区から 94区までユーザー定義文字
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図 1–8日本語 EUCコードセット 1一覧

‡ 85区から 94区までユーザー定義文字

第 1章 •日本語 EUCコードセット 1一覧 17



図 1–9日本語 EUCコードセット 1一覧

‡ 85区から 94区までユーザー定義文字
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第 2章

日本語 EUCコードセット 3一覧

「日本語 EUCコードセット 3」は、JIS X 0212-1990文字集合に JIS X 0212-1990に含
まれない IBM拡張文字を追加した (割り当てた)ものです。ここに示す表は、区点番
号のみ示しています。日本語 EUC 16進数表現を知るには、kanji(1)コマンドを利
用すると便利です。なお、83/84区の領域は将来変更する可能性があります。
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図 2–1日本語 EUCコードセット 3一覧
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図 2–2日本語 EUCコードセット 3一覧

第 2章 •日本語 EUCコードセット 3一覧 21



図 2–3日本語 EUCコードセット 3一覧
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図 2–4日本語 EUCコードセット 3一覧

第 2章 •日本語 EUCコードセット 3一覧 23



図 2–5日本語 EUCコードセット 3一覧
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図 2–6日本語 EUCコードセット 3一覧

第 2章 •日本語 EUCコードセット 3一覧 25



図 2–7日本語 EUCコードセット 3一覧

* 84区にある文字は IBM拡張文字

‡ 85区から 94区までユーザー定義文字
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図 2–8日本語 EUCコードセット 3一覧

* 84区にある文字は IBM拡張文字

‡ 85区から 94区までユーザー定義文字

第 2章 •日本語 EUCコードセット 3一覧 27



図 2–9日本語 EUCコードセット 3一覧

* 83、84区にある文字は IBM拡張文字

‡ 85区から 94区までユーザー定義文字
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第 3章

PCKコード一覧

PC漢字 (PCK)図形文字集合は、JIS X 0208-1990図形文字集合、特殊記号、NEC選定
IBM拡張文字、IBM拡張文字により構成されています。

図 3–1 PCKコード文字集合一覧

29



図 3–2 PCKコード文字集合一覧

* 8740から 879Fまでの文字は特殊記号

30 日本語入力用図形文字コード表 • 2005年 1月



図 3–3 PCKコード文字集合一覧

第 3章 • PCKコード一覧 31



図 3–4 PCKコード文字集合一覧
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図 3–5 PCKコード文字集合一覧
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図 3–6 PCKコード文字集合一覧
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図 3–7 PCKコード文字集合一覧
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図 3–8 PCKコード文字集合一覧

36 日本語入力用図形文字コード表 • 2005年 1月



図 3–9 PCKコード文字集合一覧

‡ F040から F57Eまでユーザー定義文字
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図 3–10 PCKコード文字集合一覧

‡ F580から F9FCまでユーザー定義文字
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図 3–11 PCKコード文字集合一覧

* FA40から FCFCまで IBM拡張文字
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付録 A

ja_JP.PCKロケールでの留意点

この付録では、ja_JP.PCKロケールで日本語を区点番号または 16進コードで入力す
る際の留意点を紹介します。

NEC選定 IBM拡張文字
NEC選定 IBM拡張文字 (0xEB40～ 0xEFFC)を入力することはできません。

PCK 16進入力
ja_JP.PCKロケールで PCK16進コード入力を行う場合、以下の表に示すコードは入
力時に異なるコードに変換され、アプリケーションに渡されます。

入力コード アプリケーションに渡る文字コード 対応する文字

FA54 81CA ¬

FA5B 81E6 ∵
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補助漢字区点番号入力
ja_JP.PCKロケールで、補助漢字区点番号入力を使用してユーザー定義文字を入力
する場合、入力する区点番号とアプリケーションに渡る文字コードの対応は、次のよ
うになります。

入力区点番号 アプリケーションに渡る文字コード

8501～ 8563 0xF040～ 0xF07E

8564～ 8594 0xF080～ 0xF09E

8601～ 8694 0xF09F～ 0xF0FC

8701～ 8763 0xF140～ 0xF17E

8764～ 8794 0xF180～ 0xF19E

8801～ 8894 0xF19F～ 0xF1FC

8901～ 8963 0xF240～ 0xF27E

8964～ 8994 0xF280～ 0xF29E

9001～ 9094 0xF29F～ 0xF2FC

9101～ 9163 0xF340～ 0xF37E

9164～ 9194 0xF380～ 0xF39E

9201～ 9294 0xF39F～ 0xF3FC

9301～ 9363 0xF440～ 0xF47E

9364～ 9394 0xF480～ 0xF49E

9401～ 9494 0xF49F～ 0xF4FC

16進数表現のコード入力
ja_JP.PCKロケールで、16進コード入力を使用してユーザー定義文字を入力する場
合は、入力するコードとアプリケーションに渡る文字コードの対応は、次のようにな
ります。
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入力コード アプリケーションに渡る文字コード

0x7521～ 0x755F 0xF040～ 0xF07E

0x7560～ 0x757E 0xF080～ 0xF09E

0x7621～ 0x767E 0xF09F～ 0xF0FC

0x7721～ 0x775F 0xF140～ 0xF17E

0x7760～ 0x777E 0xF180～ 0xF19E

0x7821～ 0x787E 0xF19F～ 0xF1FC

0x7921～ 0x795F 0xF240～ 0xF27E

0x7960～ 0x797E 0xF280～ 0xF29E

0x7A21～ 0x7A7E 0xF29F～ 0xF2FC

0x7B21～ 0x7B5F 0xF340～ 0xF37E

0x7B60～ 0x7B7E 0xF380～ 0xF39E

0x7C21～ 0x7C7E 0xF39F～ 0xF3FC

0x7D21～ 0x7D5F 0xF440～ 0xF47E

0x7D60～ 0x7D7E 0xF480～ 0xF49E

0x7E21～ 0x7E7E 0xF49F～ 0xF4FC

補助漢字区点番号入力
ja_JP.PCKロケールで、補助漢字区点番号入力を使用する場合、入力する区点番号
とアプリケーションに渡る文字コードの対応は、次のようになります (対応する文字
が表示されていないものは、ユーザー定義文字に対応します)。

付録 A • ja_JP.PCKロケールでの留意点 43
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付録 A • ja_JP.PCKロケールでの留意点 45
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入力区点番号 アプリケーションに渡る文字コード

8501～ 8563 0xF540～ 0xF57E

8564～ 8594 0xF580～ 0xF59E

8601～ 8694 0xF59F～ 0xF5FC

8701～ 8763 0xF640～ 0xF67E

8764～ 8794 0xF680～ 0xF69E

8801～ 8894 0xF69F～ 0xF6FC

8901～ 8963 0xF740～ 0xF77E

8964～ 8994 0xF780～ 0xF79E
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入力区点番号 アプリケーションに渡る文字コード

9001～ 9094 0xF79F～ 0xF7FC

9101～ 9163 0xF840～ 0xF87E

9164～ 9194 0xF880～ 0xF89E

9201～ 9294 0xF89F～ 0xF8FC

9301～ 9363 0xF940～ 0xF97E

9364～ 9394 0xF980～ 0xF99E

9401～ 9494 0xF99F～ 0xF9FC

補助漢字 16進コード入力
ja_JP.PCKロケールで、補助漢字 16進コード入力を使用する場合、入力するコード
とアプリケーションに渡る文字コードの対応は、次のようになります (対応する文字
が表示されていないものは、ユーザー定義文字に対応します)。
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付録 A • ja_JP.PCKロケールでの留意点 51
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入力コード アプリケーションに渡る文字コード

0xF5A1～ 0xF5DF 0xF540～ 0xF57E

0xF5E0～ 0xF5FE 0xF580～ 0xF59E

0xF6A1～ 0xF6FE 0xF59F～ 0xF5FC

0xF7A1～ 0xF7DF 0xF640～ 0xF67E

0xF7E0～ 0xF7FE 0xF680～ 0xF69E

0xF8A1～ 0xF8FE 0xF69F～ 0xF6FC

0xF9A1～ 0xF9DF 0xF740～ 0xF77E

0xF9E0～ 0xF9FE 0xF780～ 0xF79E
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入力コード アプリケーションに渡る文字コード

0xFAA1～ 0xFAFE 0xF79F～ 0xF7FC

0xFBA1～ 0xFBDF 0xF840～ 0xF87E

0xFBE0～ 0xFBFE 0xF880～ 0xF89E

0xFCA1～ 0xFCFE 0xF89F～ 0xF8FC

0xFDA1～ 0xFDDF 0xF940～ 0xF97E

0xFDE0～ 0xFDFE 0xF980～ 0xF99E

0xFEA1～ 0xFEFE 0xF99F～ 0xF9FC

補足
ja_JP.PCKロケールで日本語入力を入力する際の留意点の多くは、日本語入力システ
ムが日本語 EUCロケールで動作していることによります。図A-1は、日本語 EUC
コードと PCKコードの変換規則を図示したものです。

付録 A • ja_JP.PCKロケールでの留意点 55



図 A–1日本語 ECUコードと PCKコードの変換規則
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